
― 2013.9.6 ―22

㈱阿寒グランドホテル 〒085-0406 北海道釧路市阿寒町阿寒湖温泉4ｰ6ｰ10 http://www.tsurugagroup.com/

Profile

大西雅之（Masayuki Onishi）
1955年生まれ、北海道釧路市出身。79年3月東京大
学経済学部経済学科卒業。4月三井信託銀行入行。
81年㈱阿寒グランドホテル入社。88年11月 同社代
表取締役社長。99年10月㈱ホテル山浦代表取締役
社長。2002年12月㈱サロマ湖鶴雅リゾート代表取
締役社長。07年5月㈱鶴雅リゾート代表取締役社長。
09年3月鶴雅観光開発㈱代表取締役社長。また社団
法人 北海道観光振興機構副会長ほか、一般社団法
人日本旅館協会理事（総合政策委員長）、NPO法人
阿寒観光協会まちづくり推進機構理事長、アイヌ政
策推進会議委員などを兼任。

「郷土力」をコンセプトに
土地の力が包み込む宿泊施設で
阿寒、北海道の経済活性に貢献していく

道東と道央エリアに大小10軒（計７７６室）の宿泊施設を展開する鶴雅グループ。阿寒、網走、支笏湖、ニセコ積丹など
いずれも国立・国定公園内にたたずみ、それぞれの環境が生み出す「地の物語」を宿泊施設になぞらえ「作品」として手
掛けている。同グループ、大西雅之代表にその思い、今後の展望について聞いた。
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TOP INTERVIEW

「阿寒を出たくなかった」
愛するこの地の活性に挑む

蘚鶴雅グループと言えば、今や北海
道の東および中央エリア一帯で宿泊
業の再生を展開されています。この
エリアへのこだわりとは。

祖父が釧路で商人宿を開き、父の
代で阿寒湖温泉に観光旅館を創業
しました。その家業を継いで社長に
なったのが1989年、33歳のときです。
2012年6月には、本社でもある「あか
ん遊久の里 鶴雅」（現鶴雅館）と隣接
のホテル（現飛翔館）を連結改装し、
あかん湖鶴雅リゾートスパ「鶴雅ウィン
グス」としてリニューアルオープンしまし
た。2200㎡超という広大な広さの3
カ所の温泉スパゾーンや、アイヌ民族
文化の「ギャラリーゾーン」など個性あ
る施設作りを目指してきました。阿寒
を皮切りに、道内各地の宿泊施設の
再生をさせていただいておりますが、
私にとって宿づくりとは「自分たちの
一生を賭けた作品作り」と思っていま
す。だからこそ、一軒一軒にストーリー
を与え、それぞれの地域の郷土力が
生きる施設づくりをしています。
知床が世界遺産に認定されたとき

に周辺の観光地にも大きな波及効果
がありました。いつかは、阿寒湖温
泉もこのエリアに貢献したいと願い、
「マリモの阿寒湖を世界自然遺産へ」
と運動を続けています。各観光地が
連携し、そして競い、ブランド力を高
めてこそ、世界中からお客さまを呼
べる国際的な観光エリアになれると
思っています。私は阿寒観光協会ま
ちづくり推進機構の理事長を務めて
おりますが、将来への夢と今を生き

なければいけない現実をにらみな
がら、やりがいのあるライフワークと
思い、多くの仲間たちと共に阿寒の
町の活性化に努めています。
道内各地に進出後もやはり阿寒へ

のこだわりはひとしおで「最後は道
東・阿寒に骨を埋めたい」と思ってお
ります。この故郷を愛していますし、
この町に育てられたことを心から感
謝しております。私どもは阿寒に4軒
ホテルを経営していますが、実は宿
づくりよりも町づくりの意義を強く感
じています。地域に根ざした活動を
することが結果、事業の展開につな
がっているのだと思います。
故郷、阿寒にもっと注力していき

たいところですが、2000年の航空規
制緩和にともない、ますますお客さ
まの集中する札幌圏への展開がグル
ープの安定にとっても不可欠と決断
しました。2008年に新千歳空港に程
近い「支笏湖 水の謌」、2010年に年
間160万人が訪れる定山渓に「定山
渓 森の謌」をオープンすることにな
りました。

蘚所有施設は10軒とのことですが、
施設運営についてはどのように采配
を振るっているのでしょうか。

運営に関しては、現場支配人に大
きく権限移譲し、千葉旅館や山田旅
館を作ってほしいと公言しています。
さまざまな形でご縁をいただき譲っ
ていただいた物件を再生しています
が、経営継続が困難になった原因は
当然内在しています。ある人の言葉
を借りれば、それはマイナスからのス
タートとも言えます。再生にあたり私
どもは、その建物・立地に合わせて、

地域の「郷土力」をきちんと盛り込む
ことを重視し、その地での存在価値
を高めていくことをモットーとしてい
ます。例えば、阿寒の地に京都風の
数寄屋づくりは不釣合いであり、スト
ーリーが複雑になってしまうという認
識です。阿寒の地には地域に根ざし
たアイヌ文化をしっかり取り入れる
こと。食事は地産地消、そしてスタッ
フには、この土地の歴史、文化を理
解した上で、心からのサービスをす
ることを説いています。ストーリーが
しっかりしていなければ、感動を生
む仕事はできない。私どもはそう考
えております。
いま1年に1軒のペースで再生に取

り組んでいますので、施設のメイン
コンセプターである岡部泉氏を中心
としたチームが出来上がっています。
再生施設は半面メリットもあり、原型
の違いと郷土力の違いから一つとし
て同じものがないのが弊社の特徴で
す。来年度は、二つ目のペット同伴
のロッジスタイルホテルを支笏湖にオ
ープンする計画です。
グループ全体が世代交代の時期を

迎えており、ご縁次第ですが、最後
に一つくらい集大成となる「作品」を
手掛け、あとは後世に託したいとも
考えております。企業として細胞分
裂をうまく展開していくのが理想で
す。これまでのDNAを元に、それぞ
れの環境に準じた進化を遂げられれ
ばと思っております。

蘚7月10日、ニセコに「ニセコ昆布温
泉 鶴雅別荘 杢の抄（もくのしょう）」
がオープンしました。ニセコ～苫小
牧エリアは、今後外資系ブランドの
ホテル計画もありますが。こういっ
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た施設との差別化など、施策をお話
しください。

「杢の抄」は、スキーなどのアクティビ
ティーで脚光を浴びる国際リゾートエ
リアに、歴史ある名湯ニセコ温泉郷
の魅力をさらに付加したいという思い
で展開しました。グループとしては、
札幌を中心としたトライアングルが出
来上がり、ネットワーク化が図れます。
この地は田園酪農地帯でもあり、太
平洋内浦湾、日本海、岩内漁港への
アクセスもよい食材の宝庫でもありま
すので、旬の素材をふんだんに用い
たお料理を提供していきます。客室
は50～97㎡、計25部屋構えています。
初年度目標平均稼働率は80％、
ADRは3万9500円とみています。
営業戦略としては、外来のランチ、

ディナー対策として、道央3館による
ランチポイントカードの発行や、ゲレン
デ間の送迎バスを運行しコンドミニア
ムなど、ニセコ地区滞在の外国人客
の利用促進を行なうこと。また、宿
泊対策としては、道央3館の連泊プ
ランの発信をはじめ、冬期間は、現
在運行している札幌～森の謌

うた

間の無
料送迎バスを、ニセコ杢の抄までつ
なぎ、札幌圏の誘客強化を図ってい
きたいと考えています。

スタッフ同士で士気を高める
「鶴雅マジック」

蘚数々の案件を再生させてきました
が、最も印象的な施設は。

6軒目の「作品」でもある、支笏湖の
「水の謌

うた

」です。支笏湖はピーク時に
は年間240万人が訪れる観光地でし

たが、いまや年間80万人程度。マスコ
ミからは「こんな斜陽の地に進出を？」
と驚かれました。しかし、札幌や新千
歳空港の近郊にありながら、神秘的
な支笏湖がかもしだす魅力にひかれ
たのと、ここは環境省の保有する土地
なので新たな大きな物件が建つ可能
性が低いといったことから、その潜在
力に魅せられて踏み切りました。この
案件を知ったときは、すでにファンドの
手に渡っていてリミットも迫っていまし
たが、まさにご縁がありました。現在、
支笏湖周辺は年間12万人強が宿泊
しますが、まだまだ可能性があります。
千歳空港から車で35分といった好ア
クセスを全面に、多くの方にお越しい
ただきたいと思っております。

蘚鶴雅グループのお客さまはリピー
ターが多いと聞いております。よい
スタッフがいてこそのリピート率で
もあると思いますが、御社の人材教
育とは。

おかげさまで、鶴雅グループの「全
館制覇」を楽しみにしてくださるコア
なお客さまもたくさんおられます。先
ほども申し上げましたように「郷土力」
を全面に打ち出しながら、そのストー
リーを理解したスタッフが自分たち
の力でサービスを向上させています。
接客としての基本ノウハウは研修し
ますが、それ以上のプラスアルファの
部分は、スタッフ同士で導き築き上
げてきたものだと思います。一例で
すが、スタッフ同士が「鶴雅マジック」
と共に声を掛け合い、士気を高め合
って業務を遂行しているのですが、
これは「困っていない？」「さぁ頑張ろ
う」などさまざまな意味を持つ、掛け

声のようなもので、スタッフ間の結束
力につながっているようです。

日本ならではのIRとして
阿寒に誘致し構築していく

蘚社団法人北海道観光振興機構副
会長も務められているそうですね。
最近、注力している活動は。

阿寒だけでなく、北海道全体の観
光促進に寄与できればと個人的にも
活動の場を広げております。今年の7
月30日には、釧路市長、商工会議所、
そして民間の観光業が一丸となって
IR誘致を知事に陳情いたしました。
北海道で官民が束になって行動を起
こしたのは初だそうです。小樽市や
苫小牧市の有志も誘致活動に熱心で
オール北海道でムードを盛り上げてい
きたいと考えています。IR＝カジノと
いうと悪いイメージが先行しがちです
が、私はラスベガスでもない、シンガ
ポールでもない、自然と調和したリゾ
ートカジノ、北海道ならではのIRを推
進できればと考えております。
鶴雅グループとしては、「大阿寒構

想」を実現するためにも札幌圏への
投資をしばらく続け、企業としての
筋肉を蓄えていくことに専念してい
きたいと思います。
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「ニセコ昆布温泉鶴雅別荘 杢の抄」のラウンジ


